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ケーブル業界のIPv6対応に向けた取組み 

今までの経緯 
– ２００９年１月 

• 社団法人日本ケーブルテレビ連盟日本ケーブルラボによってＩＰｖ４アドレス枯渇
対応プロジェクト発足 

– ２０１０年６月 
• プロジェクトにて「ＩＰｖ６対応ケーブルインターネットアクセス技術仕様ガイドライン

１．０版」策定・発行 

– ２０１１年１２月 
• プロジェクトメンバーを刷新、ガイドライン１．０版の改訂作業スタート 

– ２０１２年９月 
• 「ＩＰｖ６対応ケーブルインターネットアクセス技術仕様ガイドライン２．０版」策定・

発行 

ねらい 
– ＩＰｖ４からＩＰｖ６に向けた移行に必要な諸課題への取組み推進 
– ＩＰｖ６導入に向けての情報提供、啓発、教育 
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ＩＰｖ４アドレス枯渇対応プロジェクト (2009/1) 
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  全般的情報流通 

（総務省及びJCTAを含む 

      22業界団体） 

・個別課題・対策の概要 
・個別概算コスト見積もり 

・経営判断・意思決定 

・個別実行計画 
・設計 
・検証 
（自前設備/ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄ借用） 
・機器調達/構築 
・運用システム準備 
・要員教育 
・進捗管理 

CATV事業者 
個別実行 

教育・テストベッドWG 

広報WG 

アクセス網WG 

アクションプラン支援WG 

IPv4アドレス枯渇対応TF 

IPv4アドレス枯渇対応プロジェクト 

・事業者への広報、啓発、教育 
・事業者、ベンダーとの情報流通 
・事業者計画の進捗フォロー  

・ケーブル事業の共通的方針 

・アクションプラン検討 
・テストベッド構築支援 

技術事項 

CATV事業者 

技術事項 

メーカ/ベンダ 

技術・製品支援 

サービスロゴWG 

アプリケーションWG 

（26社37名） 

タスクグループ： ガイドライン作成 

・ アクションプラン作成支援タスクグループ 

・ IPv6 CATVアクセス仕様検討タスクグループ 

連携 JLabs事務局 

全体まとめ 

JCTA事務局 

・関連情報 
  伝達共有 
・ガイドライン 
・教育案内 
・進捗フォロー 

・会合参加 
・進捗フォロー 
・連携継続 



新生ＩＰｖ４アドレス枯渇対応プロジェクト(2011/12) 
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  全般的情報流通 

（総務省及びJCTAを含む 

      22業界団体） 

・個別課題・対策の概要 
・個別概算コスト見積もり 

・経営判断・意思決定 

・個別実行計画 
・設計 
・検証 
（自前設備/ﾃｽﾄﾍﾞｯﾄ借用） 
・機器調達/構築 
・運用システム準備 
・要員教育 
・進捗管理 

CATV事業者 
個別実行 

教育・テストベッドWG 

広報WG 

アクセス網WG 

アクションプラン支援WG 

IPv4アドレス枯渇対応TF 

IPv4アドレス枯渇対応プロジェクト 

［フェーズ１］ 

 ガイドライン1.0版の見直し 

［フェーズ２］ 

 ガイドラインの広報、周知、技術支援 

技術事項 

CATV事業者 

技術事項 

メーカ/ベンダ 

技術・製品支援 

サービスロゴWG 

アプリケーションWG 

（19社37名） 

作業班： ガイドライン改訂 

・ガイドラインドラフティンググループ 

（11社14名） 

連携 JLabs事務局 

全体まとめ 

JCTA 

・関連情報 
・伝達共有 
・教育支援 

・会合参加 
・進捗フォロー 
・連携継続 



IPv6対応ガイドライン2.0版について 

 1.0版から2.0版の変更点 
– FTTHおよびWiFiについて追加 
– アドレス付与の推奨手順について追加 
– 保守運用について追加 

• パケットフィルタやユーザトレースなど 
• メーカ毎の設定手順 
 

 IPv6対応ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽ技術仕様ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（
JLabs DOC-009 2.0版）の配布サイト 

• 日本ケーブルラボＨＰ（会員サイト）
http://www.jlabs.or.jp/member/member-spec-list 

• ＩＰｖ４アドレス枯渇対応タスクフォースＨＰ（ＣＡＴＶ事業者向けサ
イト）http://kokatsu.jp/blog/ipv4/data/catv.html 
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補足解説：ケーブルインターネットシステム 

 DOCSIS（Data Over Cable Service Interface Specifications） 
– DOCSISとは米国ケーブルラボで策定したケーブルインターネットシステムの

標準規格 
– DOCSISは現在Ver3.0が主流になってきている 
– FTTH化している事業者はGE-PONを使うのが主流になっている 
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The 
Internet 

アクセス伝送 
センター機器 

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ 

PC 

www,mail etc 

宅内設置
機器 

アクセス回線提供事業者 

インターネットサービス 
プロバイダ 

インターネット利用者 

DNS 

ケーブル事業者の設備範囲 
（ＩＳＰでもありアクセス回線事業者でもある） 

DOCSIS 
の場合 

FTTH 
の場合 

センター機器 CMTS OLT 

宅内設置機器 CM 
（ｹｰﾌﾞﾙﾓﾃﾞﾑ） 

ONU 

プロビジョニング装置 
（DHCPサーバなど) 



ケーブルインターネット設備のｖ６化 

ＨＦＣインフラのデュアルスタック化 
   ※HFC（Hybrid Fiber Coaxial）とは・・・ 
     光ファイバと同軸ケーブルで構成するケーブル事業者主流の配線方式のこと 
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CMTS ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ 

PC 

プロビジョニング装置 
（DHCPサーバなど) 

CM 
ケーブル事業者 

インターネット利用者 

IPv4とIPv6
サイトの場
所が分かる 

IPv4とIPv6ア
ドレスを付与

できる 

IPv4とIPv6アド

レスを透過、経
路設定できる 

IPv4とIPv6アド

レスを透過、経
路設定できる 

DNS 

The Internet 
 
 IPv4 

サイト 
IPv6 
サイト 

IPv4とIPv6アド

レスを透過、経
路設定できる 

L3SW 



ＣＰＥの接続形態毎に推奨する運用 

サマリ（抜粋） 
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端末1台接続 複数端末接続 
ルータ接続 

（※eRouter利用含む） 

ＰＣ1台 
ＨＵＢを介して 
複数台ＰＣ 

DHCPv6-PD実装ルータ接続 

ＩＰｖ４ ＷＡＮ側に１つ 

ＩＰｖ６ ＤＨＣＰｖ６で付与 ルータＬＡＮ側に/64のPrefix付与 

※eRouterとはCMにルータ機能が搭載されたもの 
 
ルータ  ： IPv4はNAT、IPv6はDHCPv6-PDをサポートしWAN/LANをL3でルーティングできるもの 



ケーブルインターネット設備のｖ６化 

ＦＴＴＨ（GE-PON）インフラの場合 
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OLT ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ 

PC 

ONU 
ケーブル事業者 

インターネット利用者 同じ物理ポートに対して
IPv4とIPv6アドレスを設
定する機能が必須 

CMTSとは違いOLTにはL3機能
がないのでL3SWと組み合わせ
てIPv6プロビジョニングを行う 

The Internet 
 
 IPv4 

サイト 
IPv6 
サイト 

L3SW 

GE-PON用 
プロビジョニング装置 

DHCP
サーバ 

CMとは別にプロビジョニ
ング装置を配置。DHCP

は共用。 

OLT（Optical Line Terminal）事業者側に設置される光回線終端装置 
ONU（Optical Network Unit）加入者側に設置される光回線終端装置 



ケーブル事業者のIPv6化状況 

設備コンポーネント毎にIPv6対応版を適用 
– サーバ、ネットワークスイッチなどのリプレース時にIPv6に
対応したハードもしくはソフトに置き換えている 

 2012年からIPv6接続サービス開始 数十社※JLabs調べ 

– ユーザによるCM再起動後から、IPv6を透過 
– 対象は高速サービス利用者（DOCSIS3.0CM限定） 

• 希望者はCM交換 

– 追加料金 なし 
– IPv6利用可能な端末 

• Windows PC： VISTA、7、8、（XPはサポート対象外）、MacOS： X  

9 

積極的なアナウンスはしていない 
（ユーザに意識させずにIPv6アドレスを割り振り） 



スターキャットケーブル殿 
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知多メディアスネットワーク殿 
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ＩＰｖ６化を進めるために望むことは・・ 

 ＩＰｖ６サイトの拡大 
 ＩＰｖ６対応のブロードバンドルータの普及 
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CMTS ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾙｰﾀ 

PC 

プロビジョニング装置 
（DHCPサーバなど) 

CM 
ケーブル事業者 

インターネット利用者 

IPv6サイトの拡大 

IPv6パススルーではなく
DHCPv6-PD対応 

DNS 

The Internet 
 
 IPv4 

サイト 
IPv6 
サイト 


	ケーブル業界のＩＰｖ６対応
	ケーブル業界のIPv6対応に向けた取組み
	ＩＰｖ４アドレス枯渇対応プロジェクト (2009/1)
	新生ＩＰｖ４アドレス枯渇対応プロジェクト(2011/12)
	IPv6対応ガイドライン2.0版について
	補足解説：ケーブルインターネットシステム
	ケーブルインターネット設備のｖ６化
	ＣＰＥの接続形態毎に推奨する運用
	ケーブルインターネット設備のｖ６化
	ケーブル事業者のIPv6化状況
	スターキャットケーブル殿
	知多メディアスネットワーク殿
	ＩＰｖ６化を進めるために望むことは・・

